
 

 
 

 

 

報道機関 各位 

 

「未災地・山口」で教員養成の“空白”を埋める 

教育学部生 2 名が「震災語り部」と連携し、山口農業高校で防災実践授業 

 

小寒の候、貴社におかれては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

山口大学教育学部の学生 2 名が、2026 年 1 月 16 日（金）、山口農業高等学校において、震災語り部

と連携し防災教育の授業を実践します。 

現在、教員養成課程において「防災教育」を専門的に学ぶ機会は全国的に少なく、将来の教員となる

学生が指導法を習得する場は限られています。特に山口県のような震災の「未災地（甚大な被害を直接

受けていない地域）」では、学生・高校生共に危機意識が低くなりがちです。 

 この現状を打破するため、教育学部の学生が自ら本授業を企画しました。震災語り部・小野陽洋氏と

オンラインで繋ぎ、「当事者の声」を直接聴くことで、知識に留まらない「生きるための防災」を自分

事として捉え直します。 

学生が教育現場の課題を自ら補い、次世代へ記憶を繋ごうとする本取り組みは、これからの教員養成

の在り方を問う貴重な事例です。 

 つきましては、当日の取材・報道等について、ご高配賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

実施概要 

 

日 時：2026 年 1 月 16 日（金） 10：55～12：45 

注）家庭科フードデザインの授業の一環として実施 

 

場 所：山口農業高等学校 2 階被服室 

 

内 容：山口県の災害リスク確認、震災語り部講話、備えに関するグループワーク・発表 

 

講 師：山口大学教育学部 4 年（2 名）、震災語り部 小野陽洋氏（オンライン登壇） 

 

対 象：山口農業高等学校生物生産科 2 年生 35 名 

 
 

 

 

●この件に関する詳細は下記までお問い合わせ 

ください。 

 山口大学教育学部住居学研究室 西尾幸一郎 

TEL：083-933-5411 

E-mail：nishio@yamaguchi-u.ac.jp 

 

発信者 国立大学法人山口大学総務企画部 

総務課広報室 

 〒753-8511 山口市吉田 1677-1 

 TEL 083-933-5007 

 FAX 083-933-5013 

 E-mail sh011@yamaguchi-u.ac.jp 

【2026 年 1 月 8日】 
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